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一　
九　
一　
九　
年　
、　
日　
本　
の　
植　
民　
地　
支　
配　
か　
ら　
の　
解　
放　
・　
独　
立　
を　
求　
め　
て　
朝　
鮮　
半　
島　
全　
土　
で　

人　
々　
が　
立　
ち　
上　
が　
っ　
た　
「　
３　
・　
１　
独　
立　
運　
動　
」　
か　
ら　
間　
も　
な　
く　
八　
九　
周　
年　
を　
迎　
え　
ま　
す　
。　

私　
た　
ち　
は　
他　
の　
団　
体　
・　
個　
人　
と　
共　
同　
し　
て　
、　
こ　
の　
記　
念　
日　
で　
あ　
る　
三　
月　
一　
日　
（　
土　
）　
夜　
、　

韓　
国　
ゲ　
ス　
ト　
を　
迎　
え　
、　
表　
題　
の　
集　
会　
の　
開　
催　
を　
準　
備　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

停　
戦　
＝　
準　
戦　
時　
状　
態　
に　
終　
止　
符　
を　

昨　
年　
、　
朝　
鮮　
半　
島　
で　
は　
歴　
史　
的　
転　
換　
と　
も　
い　
う　
べ　
き　
大　
き　
な　
動　
き　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
イ　
ラ　

ク　
侵　
略　
戦　
争　
が　
泥　
沼　
に　
陥　
り　
、　
中　
間　
選　
挙　
で　
敗　
北　
し　
た　
米　
ブ　
ッ　
シ　
ュ　
政　
権　
は　
、　
そ　
れ　
ま　
で　
拒　

絶　
し　
続　
け　
て　
い　
た　
米　
朝　
二　
国　
間　
協　
議　
に　
転　
じ　
ざ　
る　
を　
得　
な　
く　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

昨　
年　
一　
月　
の　
ベ　
ル　
リ　
ン　
で　
の　
米　
朝　
二　
国　
間　
協　
議　
の　
開　
催　
に　
よ　
り　
、　
核　
実　
験　
な　
ど　
で　
極　
度　
の　

緊　
張　
状　
態　
に　
陥　
っ　
た　
局　
面　
は　
転　
換　
し　
、　
六　
ヵ　
国　
協　
議　
の　
二　
月　
合　
意　
、　
続　
く　
一　
〇　
月　
の　
合　
意　
、　

そ　
し　
て　
南　
北　
首　
脳　
会　
談　
の　
実　
現　
へ　
と　
大　
き　
く　
前　
進　
し　
ま　
し　
た　
。　
今　
や　
、　
半　
世　
紀　
以　
上　
に　
も　
及　

ぶ　
、　「　
撃　
ち　
方　
止　
め　
」　
に　
過　
ぎ　
な　
い　
停　
戦　
＝　
準　
戦　
時　
状　
態　
に　
終　
止　
符　
を　
打　
ち　
、　
平　
和　
協　
定　
の　
締　

結　
、　
米　
朝　
国　
交　
正　
常　
化　
、　
南　
北　
の　
和　
解　
と　
平　
和　
・　
統　
一　
の　
道　
へ　
大　
き　
く　
展　
望　
が　
開　
か　
れ　
た　
と　

い　
え　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　
こ　
れ　
ら　
は　
、　
何　
よ　
り　
も　
朝　
鮮　
半　
島　
の　
平　
和　
と　
統　
一　
を　
求　
め　
て　
苦　
難　
の　
道　

の　
り　
を　
歩　
み　
続　
け　
て　
き　
た　
朝　
鮮　
半　
島　
の　
民　
衆　
が　
か　
ち　
と　
っ　
た　
新　
た　
な　
成　
果　
で　
す　
。　

も　
ち　
ろ　
ん　
、　
ま　
だ　
前　
途　
に　
曲　
折　
も　
予　
想　
さ　
れ　
ま　
す　
し　
、　
ま　
た　
米　
国　
は　
こ　
れ　
ら　
の　
プ　
ロ　
セ　
ス　

の　
進　
行　
の　
中　
で　
も　
、　
あ　
く　
ま　
で　
駐　
韓　
米　
軍　
を　
存　
続　
さ　
せ　
よ　
う　
と　
画　
策　
す　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　

私　
た　
ち　
は　
、　
六　
ヵ　
国　
協　
議　
の　
共　
同　
声　
明　
と　
２　
つ　
の　
合　
意　
を　
各　
国　
政　
府　
が　
履　
行　
す　
る　
よ　
う　
引　

き　
続　
き　
監　
視　
と　
要　
求　
を　
強　
め　
、　
東　
北　
ア　
ジ　
ア　
の　
非　
核　
化　
と　
あ　
く　
ま　
で　
駐　
韓　
米　
軍　
の　
撤　
退　
、　
沖　

縄　
・　
日　
本　
―　
韓　
国　
か　
ら　
の　
米　
軍　
撤　
退　
を　
要　
求　
し　
て　
い　
く　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

日　
本　
政　
府　
は　
北　
朝　
鮮　
敵　
視　
政　
策　
を　
転　
換　
せ　
よ　

し　
か　
し　
、　
朝　
鮮　
半　
島　
で　
こ　
う　
し　
た　
和　
解　
と　
平　
和　
へ　
の　
新　
た　
な　
動　
き　
が　
進　
展　
す　
る　
中　
で　
、　
ひ　

と　
り　
日　
本　
政　
府　
の　
み　
が　
こ　
の　
動　
き　
に　
水　
を　
差　
し　
、　
相　
も　
変　
ら　
ぬ　
北　
朝　
鮮　
敵　
視　
政　
策　
を　
固　
持　
し　

続　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　

安　
倍　
政　
権　
の　
突　
如　
辞　
任　
を　
受　
け　
て　
誕　
生　
し　
た　
福　
田　
政　
権　
も　
、　
自　
民　
党　
総　
裁　
選　
挙　
で　
の　
「　
対　

話　
重　
視　
」　
の　
姿　
勢　
と　
は　
裏　
腹　
に　
、　
真　
っ　
先　
に　
北　
朝　
鮮　
制　
裁　
の　
延　
長　
を　
決　
め　
、　
在　
日　
コ　
リ　
ア　
ン　

へ　
の　
人　
権　
侵　
害　
に　
対　
処　
し　
よ　
う　
と　
も　
し　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
。　
加　
え　
て　
初　
の　
訪　
米　
で　
は　
、　
ブ　
ッ　
シ　
ュ　

政　
権　
に　
「　
テ　
ロ　
支　
援　
国　
」　
指　
定　
の　
解　
除　
を　
し　
な　
い　
よ　
う　
懇　
願　
さ　
え　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

日　
本　
人　
拉　
致　
事　
件　
を　
政　
治　
利　
用　
し　
た　
日　
本　
政　
府　
の　
姿　
勢　
は　
、　
過　
去　
の　
清　
算　
を　
あ　
い　
ま　
い　
に　

し　
、　
拉　
致　
問　
題　
の　
速　
や　
か　
な　
解　
決　
に　
と　
っ　
て　
も　
障　
害　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
は　
も　
は　
や　
明　
ら　
か　

で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　
む　
し　
ろ　
日　
本　
軍　
「　
慰　
安　
婦　
」　
へ　
の　
謝　
罪　
と　
補　
償　
を　
求　
め　
る　
声　
が　
、　

韓　
国　
・　
朝　
鮮　
、　
中　
国　
を　
は　
じ　
め　
ア　
ジ　
ア　
諸　
国　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
今　
や　
米　
国　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
、　
カ　

ナ　
ダ　
の　
国　
会　
決　
議　
、　
欧　
州　
議　
会　
の　
決　
議　
な　
ど　
へ　
と　
広　
が　
り　
、　
日　
本　
政　
府　
に　
対　
す　
る　
国　
際　
的　
包　

囲　
網　
を　
形　
成　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

私　
た　
ち　
は　
日　
本　
政　
府　
に　
対　
し　
て　
、　
何　
よ　
り　
も　
過　
去　
の　
加　
害　
の　
歴　
史　
を　
清　
算　
し　
、　
日　
朝　
国　
交　

正　
常　
化　
の　
速　
や　
か　
な　
実　
現　
を　
強　
く　
要　
求　
し　
ま　
す　
。　
拉　
致　
問　
題　
も　
こ　
の　
過　
程　
を　
通　
じ　
、　
一　
〇　
〇　

年　
余　
に　
及　
ぶ　
日　
本　
と　
朝　
鮮　
半　
島　
の　
不　
幸　
な　
歴　
史　
の　
清　
算　
の　
一　
環　
と　
し　
て　
速　
や　
か　
に　
解　
決　
す　
べ　

き　
で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

３　
・　
１　
集　
会　
は　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
動　
き　
を　
踏　
ま　
え　
、　
①　
朝　
鮮　
半　
島　
の　
平　
和　
と　
統　
一　
を　
支　
持　
し　
、　

日　
朝　
正　
常　
化　
実　
現　
の　
声　
を　
日　
本　
市　
民　
・　
民　
衆　
の　
側　
か　
ら　
挙　
げ　
広　
げ　
る　
、　
②　
韓　
国　
の　
イ　
・　
ミ　
ョ　

ン　
バ　
ク　
新　
政　
権　
と　
の　
新　
た　
な　
闘　
い　
に　
向　
か　
う　
韓　
国　
民　
衆　
運　
動　
と　
の　
連　
帯　
強　
化　
―　
―　
を　
柱　
と　
し　

て　
開　
催　
し　
ま　
す　
。　
多　
く　
の　
皆　
様　
の　
参　
加　
・　
賛　
同　
を　
呼　
び　
か　
け　
ま　
す　
。　

（　
わ　
た　
な　
べ　
・　
け　
ん　
じ　
ゅ　
／　
日　
韓　
民　
衆　
連　
帯　
全　
国　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
）　

３　
・　
１　
朝　
鮮　
独　
立　
運　
動　
八　
九　
周　
年　
　　
今　
こ　
そ　
日　
朝　
正　
常　
化　
を　
！　
日　
韓　
民　
衆　
連　
帯　
集　
会　

―　
―　
平　
和　
と　
統　
一　
に　
向　
か　
う　
朝　
鮮　
半　
島　
と　
私　
た　
ち　

﹇　
日　
時　
﹈　

三　
月　
一　
日　
（　
土　
）　

午　
後　
六　
時　
三　
〇　
分　
開　
会　
（　
午　
後　
六　
時　
開　
場　
）　

﹇　
場　
所　
﹈　

文　
京　
シ　
ビ　
ッ　
ク　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　
地　
下　
鉄　
・　
後　
楽　
園　
、　
春　
日　
駅　
下　
車　
す　
ぐ　
）　

﹇　
内　
容　
﹈　

韓　
国　
ゲ　
ス　
ト　
の　
講　
演　
／　
日　
本　
側　
の　
講　
演　
／　
特　
別　
報　
告　
・　
歌　
な　
ど　
準　
備　
中　

●　
賛　
同　
団　
体　
・　
個　
人　
を　
募　
集　
し　
ま　
す　
（　
団　
体　
三　
千　
円　
／　
個　
人　
千　
円　
）　

氏　
名　
公　
表　
の　
可　
否　
及　
び　
「　
３　
・　
１　
集　
会　
賛　
同　
」　
と　
明　
記　
の　
上　
、　
左　
記　
へ　

郵　
便　
振　
替　

０　
０　
１　
１　
０　
‐　
８　
‐　
１　
４　
０　
６　
１　
８　
／　
日　
韓　
民　
衆　
連　
帯　
全　
国　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　

視
点
・
論
点
⑥

３　
・　
１　
朝　
鮮　
独　
立　
運　
動　
八　
九　
周　
年　

今　
こ　
そ　
日　
朝　
正　
常　
化　
を　
！　
日　
韓　
民　
衆　
連　
帯　
集　
会　
へ　
渡
辺
健
樹




